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【要　旨】

　少子高齢化を迎えた日本では，より一層看護師の需要が増加することが予想される．多く

の先行研究は，看護師を目指す者の志望理由に，「他者の役に立ちたい」，「安定した職業であ

る」を挙げている．しかし，これらの結果は看護学生や看護師のみを対象とした分析に基づ

いている．そこで，本研究では，看護師とそれ以外の女性労働者の間で仕事に対する価値観

が異なるかどうか統計的に分析した．分析の結果，職業の安定性や収入の重要性は，看護師

と看護師以外の女性労働者の間で差がなかった．一方，看護師は専門的・技術的職種以外の

女性労働者よりも，自分の能力が発揮できることと世の中のためになる仕事であることを重

視することが確認された．社会人経験を経た看護学生の志望理由に関する先行研究，政府統

計資料，本研究の結果から，看護師の賃金の上昇は，主に他の職業から看護師に転職するこ

とを促すことが考えられる．一方，看護師になる決定的な要因が「世の中のためになる仕事

であること」であれば，看護師数の増加のためには学生に対するキャリア教育の段階で看護

職について触れる機会を増やす必要があると考えられる．

Key Words：看護師，仕事に対する価値観，収入，利他性

　　　　　  Nurse, Sense of values for work, Income, Altruism

1  本研究の分析に当たり，東京大学社会科学研究所附属社会調査・データアーカイブ研究センター SSJ データアーカイブから〔「2005
年 SSM 日本調査，2005」（2005SSM 研究会データ管理委員会）〕の個票データの提供を受けた．
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1　はじめに

　少子高齢化を迎えた日本では，看護師需要

がより一層，増加することが予想される．川

越 1）の推計によると，2 0 0 5 年から 2 0 0 6 年

の看護師の新規養成，再就業，離職の状況は

それぞれ約 4 . 7 万人，約 9 . 5 万人，約 1 2 万

人となっている．そして，2 0 2 5 年までの看

護師需要に対応するには年平均 2 . 6 万人の増

加が必要であるが，これは現在の新規養成，

再就業，離職のバランスが保たれることで全

体としては達成可能なレベルであるとの推計

結果も示されている．

　一方，看護師の労働環境は決して良くない

ことが各種調査で明らかにされている．自治

労 連 本 部・ 自 治 体 病 院 闘 争 委 員 会 2） は，

2 0 1 0 年に行われた「看護職員の労働実態調

査」の集計結果から，超過勤務の増大，健康

被害，有給休暇や休憩時間の取得困難等が明

確になったとし，調査が行われた 2 0 年前と

比較して看護師の人員は増加したものの，労

働実態が悪化していると述べている．また，

日本医療労働組合連合会 3）において，調査回

答者の約 3 分の 2 が不払い労働（サービス

残業）を行っていることが明らかにされてい

る．

　同程度の賃金であれば，労働環境が良い職

に就きたいと考えるのが一般的であろう 2．し

かし，看護師になろうと考える学生は確実に

存在する．厚生労働省 5）によれば，今年度の

看護師国家試験受験者数は 5 万 6 , 3 8 1 人で

あ る． ま た， 日 本 看 護 協 会 6） に よ る と，

2 0 1 5 年 時 点 の 看 護 師 人 数 は 11 7 万 6 , 8 5 9
人にものぼるとされている．これは，看護師

として働くことは他の職業に就くことよりも

魅力的だからと考える人数が一定程度いるこ

とを示唆している．

2 Tsuboi and Takeshita4) の推定によると，看護師が含まれる専

門的・技術的職業従事者の賃金はそれ以外の職業の労働者の

賃金より有意に高いが，専門的・技術的職業従事者の間では

看護師の賃金が有意に高いという仮説は棄却されている．

　では，看護師として働く理由はどのような

ものが考えられるだろうか．多くの先行研究

は，利他性や収入・職業の安定性（酒井他 7），

堀井他 8））を指摘している．しかし，対象を

看護師に限定して分析を行っているため，こ

れらの要因が看護師特有のものであるのか，

それとも他の職業に就いている女性も同様の

考えを持っているのか区別することができな

い．そこで，本研究では，看護師の仕事に対

する価値観が他の女性労働者と大きく異なっ

ているかどうかを比較することを目的とす

る．

　本研究の構成は以下の通りである．次節で

は，看護師や看護学生を対象に，看護師を志

した理由を分析している先行研究を紹介す

る．第 3 節では研究方法を説明し，第 4 節

ではデータを用いた分析結果について言及す

る．第 5 節で考察を行い，第 6 節で本研究

の限界と課題述べる．第 7 節で結論を示す．

2　先行研究

　本節では，学生が看護師を目指す理由を分

析している研究，また現在働いている看護師

が仕事に対してどのような価値観を持ってい

るかを分析している研究について検討する．

　中谷他9）は，自校の学生に対してアンケート

調査を行い，看護に進学した動機についてた

ずねている．人数が多かった項目として，「手

に職をつけたかったから」，「就職に困らな

いと思ったから」，「収入が安定している」

といったものを挙げ，大学ではあっても，就

職に困らないことや収入の安定性を求めるこ

とを理由に看護を選択している者が多いこと

を明らかにしている．一方，「人の役に立ち

たかった」という答えも多いことも指摘して

いる．また，阿部他 10）（調査対象：大学生と

専修学校生），一柳他 11）（調査対象：看護学

生），上妻他 12）（調査対象：看護養成課程を

持つ大学と看護専門学校の学生），田島 13）（調
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査対象：新卒看護師）において，看護を選択

する理由に関しては中谷他 9）と同様の結果が

報告されている．

　諸外国においても，看護師を目指す理由や

看護師として勤務する理由をたずねている研

究が存在する．M c C a b e  e t  a l . 14）はオース

トラリアの看護師を対象にしたアンケート調

査を用いて因子分析を行い，社会に強く貢献

できることや他者を助けることといった項目

が 含 ま れ る 看 護 師 固 有 の 魅 力 が 分 散 の

2 9 . 4 % を説明できることを明らかにしてい

る．そして，雇用の安定性は，残りの分散で

ある 3 2 . 5 % のうちの 8 . 2 % を説明するとし

ている．M o o n e y  e t  a l . 15）は，アイルラン

ドの看護学生 2 3 名のインタビュー調査か

ら，多数の学生が他人を助けたいと考えてい

ることを明らかにしている．さらに，職業の

安定性も仕事の選択に影響を与える一つの要

因であることにも言及している．

　しかし，これらの先行研究は看護師または

看護学生に対して行ったアンケートを中心に

分析しているが，比較対象が存在しない．つ

まり，これらの結果は看護師特有のものなの

か，それとも他の女性労働者も同様に考えて

いるのか判断できない．そこで，本研究では，

看護師の大部分が女性であることを考慮し

て，他職種の女性労働者と看護師の仕事に関

する価値観の比較を行う 3．

3　研究方法

3.1　使用したデータの説明

　本研究では，「2 0 0 5 年社会階層と社会移

動調査（2 0 0 5 年 S S M 日本調査）」17）を利用

す る．S S M 調 査 は 1 9 5 5 年 か ら 1 0 年 お き

に実施されている全国規模の調査である．調

査項目には性別，年齢はもちろんのこと，仕

3 厚生労働省「平成 28 年衛生行政報告例（就業医療関係者）の

概況」16) から，2005 年 SSM 日本調査の調査時期に近い 2006
年時点での女性看護師の割合は 95.3% と算出され，看護師の

多くが女性であることがわかる．

事に関することや個人の価値観についても設

定されている．2 0 0 5 年 S S M 日本調査が対

象としている年齢層は 2 0 歳から 6 9 歳であ

り， 調 査 の 回 答 者 数 は 5 , 7 4 2 名 で あ っ た．

本研究ではそのうち，女性労働者のみを分析

対象とする 4．本研究において女性労働者のみ

を 分 析 対 象 と す る 理 由 と し て，2 0 0 5 年

S S M 日本調査の回答者のうち，男性看護師

は 2 名しか存在せず，男性看護師と他職種

の男性労働者の間で仕事に対する価値観の差

を分析することが困難であることが挙げられ

る．女性労働者を看護師のグループ，看護師

を除いた専門的・技術的職業従事者，専門的・

技術的職業以外の女性労働者の 3 つのグルー

プに分ける．そして，以下の質問項目の回答

に関してそれぞれのグループの平均値を算出

し，その後，平均値の差の検定を行う．質問

項目によっては無回答の者も存在するが，そ

れぞれのグループにおける最大のサンプルサ

イズは，看護師 3 9 人，看護師を除いた専門

的・技術的職業従事者 11 9 人，専門的・技

術的職業以外の女性労働者 6 1 0 人となって

いる．

　次のような仕事に関することがらは，あな

たにとってどの程度重要でしょうか．

ア）失業の心配がないこと

イ）収入が多いこと

ウ）興味のある仕事であること

エ）職場の仲間と共同で作業ができること

オ）自分の能力が発揮できること

カ）世の中のためになる仕事であること

キ）働く日や時間の融通がきくこと

ク）仕事と家庭が両立できること
4 2005 年 SSM 日本調査のうち，価値観に関する質問は A 票と

B 票に分かれている．アンケート回答者は A 票か B 票どちら

か一方を答えており，本研究で使用する質問項目は A 票に含

まれている．よって，本研究で使用できるサンプルサイズは，

2005 年 SSM 日本調査に含まれる女性労働者すべてではない．

また，本研究では，現在の仕事に関する質問において，経営者・

役員，常時雇用されている一般従業者，臨時雇用・パート・

アルバイト，派遣社員，契約社員・嘱託のいずれかを選択し

た回答者を労働者とみなした．自営業主・自由業者，家族従

業者，内職は本研究の分析対象から除外している．
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　これらの質問について，回答者は 5 つの

選択肢のなかから選ぶ．分析結果の解釈を容

易にするため，本研究では実際の質問票の選

択肢に対して割り当てられた数字の順を逆に

使用した．具体的には，以下のような順序に

した．1：まったく重要ではない，2：重要

ではない，3：どちらともいえない，4：重

要である，5：非常に重要である．

3.2　分析方法

　分析方法には We l c h の t 検定を用いる 5．

これによって，看護師とそれ以外の労働者に

おける仕事に対する価値観の点数の平均値の

差を検定する．統計分析に使用したソフトは

S t a t a  1 5 である．

　本研究では，専門的・技術的職業（看護師

を除く）の女性労働者，専門的・技術的職業

以外の女性労働者，看護師の間で仕事に対す

る価値観が異なるのかどうかを検定してい

る．表 1 は，2 0 0 5 年 S S M 日本調査が専門的・

技術的職業に分類した職種の一覧である．看

護師と看護師を除いた専門的・技術的職業従

事者の比較を行う理由は，2 0 0 5 年 S S M 日

本調査では看護師も専門的・技術的職業に含

まれており，同じ専門的・技術的職業の労働

者の中でも看護師とそれ以外の労働者の間で

仕事に関する価値観の違いが存在するか検証

するためである．

3.3　倫理的配慮

　本研究は，すでに行われたアンケート調査

を利用した分析に基づいている．そして，提

供されたアンケート調査は個票データである

が，すでに匿名化されている情報であり，特

定の個人を識別することができないものと

なっている．また，東京大学社会科学研究所

附属社会調査・データアーカイブ研究セン

ター S S J データアーカイブにデータの利用
5 Welch の t 検定は，2 つの標本の平均値が異なるかどうかを検

定する方法である．この手法を用いる場合，2 つの標本の母分

散が等しいという仮定を必要としない．

申請した研究者のみしか個票データを閲覧で

きないようにし，個票データが外部に決して

流出しないよう取り扱った．データの利用期

限は 1 年間となっており，東京大学社会科

学研究所附属社会調査・データアーカイブ研

究センター S S J データアーカイブの利用規

約を順守し，期限終了までに本研究で使用し

たデータは削除する．

4　分析結果

　本節では，仕事に対する価値観の質問の得

点について行った平均値の差の検定結果を見

ていく．その結果が表 2，表 3 に示されてい

る．

　まずは，個々のグループの平均値について

概観する．看護師のグループにおいて一番平

均点が高かった質問項目は，「仕事と家庭が

両立できること」と「自分の能力が発揮でき

ること」で 4 . 3 3 点である．「失業の心配が

ないこと」と「収入が多いこと」も平均で 4
点を超えており，経済的な面はかなり重視さ

れている事柄であることがうかがえる．

　専門的・技術的職業以外の女性労働者のグ

ループでは，「失業の心配がないこと」が一

番重視されており，ついで「仕事と家庭が両

立できること」となっている．一方で，一番

平均点が低かった質問項目は「世の中のため

になる仕事であること」となっており，約

3 . 5 5 点である．

　看護師を除く専門的・技術的職業に従事す

る労働者のグループでは，看護師のグループ

と同様に「自分の能力が発揮できること」の

平均点が一番高く，約 4 . 3 2 点であった．つ

いで，「興味のある仕事であること」と「仕

事と家庭が両立できること」が約 4 . 2 9 点で

あった．

　平均点が 4 点を超える項目をグループご

とに整理してみると，看護師では「失業の心
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配がないこと」，「収入が多いこと」，「自分

の能力が発揮できること」，「働く日や時間

の融通がきくこと」，「仕事と家庭の両立が

できること」である．専門的・技術的職業以

外の女性労働者では，「失業の心配がないこ

と」，「収入が多いこと」，「働く日や時間の

融通がきくこと」，「仕事と家庭の両立がで

きること」となっている．看護師を除く専門

的・技術的職業に従事する労働者のグループ

では，「失業の心配がないこと」，「興味のあ

る仕事であること」，「自分の能力が発揮で

きること」，「世の中のためになる仕事であ

ること」，「働く日や時間の融通がきくこと」，

「仕事と家庭の両立ができること」である．

これらから，専門的・技術的職業以外の女性

労働者のみ，「自分の能力が発揮できること」

が平均で 4 点を超えていないことがわかる．

一方，看護師を除く専門的・技術的職業に従

事する労働者のグループのみ，収入の安定性

は 4 点以下である．しかし，このグループ

のみ，「興味のある仕事であること」，「世の

中のためになる仕事であること」の平均点が

4 点を超えている．

　これまでは，単純な平均点の数値のみで議

論を進めてきた．ここから，グループごとの

平均値に統計的に有意な差があった質問項目

について見ていく．看護師と専門的・技術的

職業以外の女性労働者の各質問項目の平均値

の差の検定を行った結果，有意水準 5 % で統

計的に有意であったものは「自分の能力が発

揮できること」，「世の中のためになる仕事

であること」の 2 つであった．つぎに，看

護師と看護師以外の専門的・技術的職業の労

働者のグループの差について検討していく．

有意水準 5 % で有意であった質問項目は，「興

味のある仕事であること」のみであった．

5　考察

5.1　経済的な側面に対しての考察

　看護師と看護師以外の女性労働者の間で

は，失業の心配や収入に関して重要度に差が

なかった．そして，それらの項目の平均値も

高い．つまり，女性労働者は共通して経済的

な安定を重視していることになる．看護師以

外の女性労働者や，将来的にそういった職業
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に就く者の人数は今回のデータセットからも

多数であることがわかる．もし看護師の収入

が増加するような変化が生じれば，これまで

職業の選択肢に看護師を含めていなかった女

性のなかから一定程度の人数が看護職に移行

する可能性があるだろう．髙野 18）において，

社会人経験をもつ看護学生の志望動機に関す

る先行研究の検討が行われているが，「安定

した収入を得られる仕事」，「収入を増やし

たい」等の経済的安定性を求める理由の存在

が指摘されている．また，厚生労働省「看護

師等学校養成所入学状況及び卒業生就業状況

調査」19）の看護師 3 年課程入学状況をみると，

入学者 2 万 7 , 6 9 4 人のうち，すでに大学や

短大を卒業し，社会人経験を経ていると考え

られる 2 5 歳以上の人数は 4 , 0 3 3 人となって

い る． こ れ は 看 護 師 3 年 課 程 入 学 者 の 約

1 4 % に相当する．髙野 18）の指摘を踏まえる

と，これらすべての者が経済的な動機から看

護学校に入学しているわけではないが，一部

には経済的な動機による他職種からの転職者

も存在すると考えられる．看護学生が看護を

志望する理由について経済的な側面が強いこ

とは，第 2 節で言及した先行研究で報告さ

れている．したがって，看護師の賃金を上昇

させることは，看護師を目指す学生を増加さ

せることにも効果がある可能性が示唆され

る．

5.2　利他的な側面に対しての考察

　もし，看護師になるかどうかの決定的な要

因が「世の中のためになる仕事であること」

であれば，看護師の賃金を増加させることは

看護師数の増加に大きな影響を及ぼさない．

これについては，どのように対処できるだろ

う か．H o k e 20） は 自 己 概 念 理 論（S e l f -
C o n c e p t  T h e o r y）を用いて，職業決定に

つ い て 若 年 期 は 1 4 歳 か ら 1 8 歳 の 結 晶 期

（C r y s t a l l i z a t i o n）と 1 8 歳から 2 2 歳の特

定期（S p e c i f i c a t i o n）の 2 段階に分けられ

るとしている．そして，若年層が彼らのこれ

からのキャリアについて正しく評価するため

には，これらの段階が終わるまでに職業につ

いての仕事内容を理解しなければならないと

述べている．H o k e 20）の分析は，初等・中等

教育段階の学生を対象に，看護師の仕事内容

に関する紹介を行うことで学生が看護職に興

味を持つようになったかどうかの効果を検証

している 6．分析の結果，看護職の紹介を授業

内で行った後に看護職に興味を持つ学生は

4 8 % にのぼることを報告している．文部科

学省 21）では，1 9 9 9 年 1 2 月の中央教育審議

会においてキャリア教育が小学校段階から発

達段階に応じて実施される必要があるとされ

たことが示されている．また，中学校 2 年

生の総合的な学習の時間の年間指導計画の具

体例には，職業について理解する活動の一環

として，職業調べや企業調べ，職場体験活動

といったものが挙げられている．このことか

ら，日本においても小学校や中学校の段階で

職業について学ぶ機会が重要であることがわ

かる．H o k e 20）が行ったように，この時期に

学生が看護職について触れる機会を設けるこ

とが，看護師を目指す学生を増加させるため

に必要ではないだろうか．

　表 3 では，「世の中のためになる仕事であ

ること」の看護師の平均点は，統計的に有意

ではないものの，看護師以外の専門的・技術

的職業の労働者の平均点よりも低かった．学

生が看護職に触れる機会を設ける以外に，看

護師自身が「世の中のためになる仕事である

こと」の意識をどのように持ち続けるか，と

いったことも重要な課題と考える．

5.3 統計的に有意な差があったその他の価

値観についての考察

　5 . 1 節と 5 . 2 節では，多くの先行研究が指

摘していた，看護師を志望する動機であった
6 Hoke20) が対象とした学生は第 6，7，8 学年であり，例として

カリフォルニア州において第 6，7，8 学年は middle school
に当てはまる．これは日本の中学校に相当すると考えられる．
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経済的安定性と利他性について考察した．こ

こでは，本研究の分析結果において有意差が

みられたその他の価値観について触れる．

　表 2 は看護師と専門的・技術的職業以外

の女性労働者を比較した結果であるが，「自

分の能力が発揮できること」の価値観におい

て統計的に有意な差を示していた．根岸他 22）

の分析対象は行政保健師であるが，国家資格

の要因が行政保健師の職業的アイデンティ

ティ尺度の合計得点に関連していることを報

告している．そして，国家資格は保健師自身

が専門性を意識することにつながり，アイデ

ンティティを高める要因になっているとの考

察も行っている．この解釈に従えば，同様の

国家資格を持つ看護師は，専門的・技術的職

業以外の女性労働者と比較した場合，自身の

専門性を意識し，自分の能力を発揮すること

を重視していると考えられる．

　表 3 は看護師と看護師を除いた専門的・技

術的職業の女性労働者の比較結果であるが，

「興味のある仕事であること」以外の項目で

は有意な差が生じていない．2 0 0 5 年 S S M
日本調査では看護師も専門的・技術的職業の

区分に含まれていたこともあり，2 つのグ

ループは似た性質を持つことが確認される．

一方で，「興味のある仕事であること」の平

均値が有意に異なる結果であった．これにつ

いては，看護師になった理由が，看護師の仕

事内容に興味があったからなのか，または他

者の役に立ちたいがそのための手段という理

由で看護師になったのかは本研究の結果から

は判断できない．看護師を目指す理由が仕事

や業務内容に興味があるからなのか，それと

も他者の役に立ちたいという看護師の利他性

にあるのかを識別することが必要であると考

える．

6　本研究の限界と今後の課題

　本研究は，S S M 2 0 0 5 日本調査を使用して

分析を行った．この調査は看護師のみを対象

にしているのではないため，本研究において

看護師と他職種の女性労働者との比較が行え

た．その反面，看護師のサンプルサイズが他

の研究よりも少なく，回答者を年齢や所得，

正規雇用・非正規雇用等で分けて分析するこ

とができなかった．

　また，公表されているデータを使用したこ

とにより，調査の時期と本研究の分析の時期

にラグが生じている．そのため，本研究の分

析結果のすべてが現在の世相を表していると

解釈することができないという点に注意が必

要である．特に，男性看護師については，「平

成 2 8 年衛生行政報告例（就業医療関係者）

の概況」16）によると 2 0 0 6 年では 3 万 8 , 0 2 8
人だったのに対し，2 0 1 6 年では 8 万 4 , 1 9 3
人となっており，看護師の男女比が徐々に変

化していることにも着目しなければならな

い．

　今後の課題として，同様の質問項目を含ん

だ調査を研究者自身で行い，今回の分析結果

を踏まえ，現在の労働者の意識と大きな変化

が生じているかどうか確認すること，男性サ

ンプルでも同様の結果が得られるかどうか分

析することが挙げられる．

7　結論

　本研究では，看護師とそれ以外の女性労働

者の間で仕事に対する価値観が異なるかどう

か統計的に分析した．そして，看護職を目指

す志望理由を分析している先行研究との対比

のため，主に以下の 2 点の分析結果に焦点

をあてて議論を行った．

1 ）職業の安定性や収入の重要性は，看護

師と看護師以外の女性労働者の間で差がな

かった

2 ）看護師は専門的・技術的職業以外の女

性労働者に比べて，「世の中のためになる

仕事であること」を重視している
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　1）については，女性労働者は共通して経

済的な安定を重視していることになり，看護

師の収入が増加するような変化が生じれば，

これまで職業の選択肢に看護師を含めていな

かった女性のなかから一定程度の人数が看護

職に移行する可能性が考えられる．2）につ

いては，学生が看護職について触れる機会を

設けることが，看護師を目指す学生を増加さ

せるために必要であると考えられる．
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